
次の発行は2月１日の予定です。

議会だより発行月 ２月 ５月 ８月 11月

令和3年度決算審査 ▶ p.2

一般質問 ▶ p.12

モニター会議　報告 ▶ p.22

▶ 表紙写真に関する紹介が11ページにあります。
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令和4年令和4年
第5回 定例会第5回 定例会

（8月29日～9月21日）（8月29日～9月21日）

第
５
回
定
例
会
が
８
月
29
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で

の
24
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
案
5
件
な

ど
議
案
10
件
、
報
告
４
件
、
令
和
３
年
度
の
会
計
決

算
認
定
６
件
の
他
、
議
員
発
議
の
意
見
書
が
２
件
、

補
正
予
算
案
に
対
す
る
修
正
動
議
１
件
が
上
程
、
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
修
正
動
議
は
否
決
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
議
案
・
認
定
に
つ
い
て
は
す
べ
て
原
案
通
り
可

決
・
認
定
さ
れ
、
意
見
書
は
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。一

般
質
問
は
11
名
の
議
員
が
行
い
、
４
日
間
に
わ

た
っ
て
町
政
へ
の
質
問
、
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　令和３年度の一般会計は前年度と比較し、義務的経費比率は 47.6％と前年
度比 11.4 ポイントの増加となっているが、経常収支比率が 6.2 ポイント減
の 85.2％、経常一般財源比率が 5.0 ポイント増の 107.5％、実質公債費比
率が 0.4 ポイント減の 10.5％、将来負担比率が 19.3 ポイント減の 80.9％
となっており、財政構造の改善傾向が見られる。
　歳入においては、歳入総額に対する町債の比率が 0.7 ポイント減の 3.4％
となった。町債は世代間負担の公平化や事業実施の財源として必要であると
考えるが、次年度以降の負担を伴うものであることから、今後も中長期的な
視点に立ち、起債対象事業を選択することが必要であると考える。
　歳出においては、歳出決算額が前年度比で 15.4％減少した。減少の主な要
因は、特別定額給付金給付事業の減である。昨年度に引き続き、財政構造の
弾力性を示す経常収支比率も改善しているが、新型コロナウイルス感染症拡
大により、先行きが不透明な経済状況が続くことが予想される。藤久保地域
拠点施設整備事業など、大型の建設事業が控えていることから、施策の実施
にあたっては、中長期的な視点に立ち、対象事業の選択や財源の確保に努め
られたい。また、借地解消に向けた計画的な取り組みや補助金の適正な執行
など、経常的経費の見直しも引き続き努力されたい。
　町行政全般においては、常に住民の目線に立ち、より効率的かつ効果的な
財政運営を進め、一層の財政健全化と住民サービスの向上に積極的に取り組
まれることを期待するものである。
（令和３年度　三芳町一般会計・特別会計決算審査意見書　一般会計むすびを要約）

三芳町監査委員の意見

令和３年度決算審査令和３年度決算審査
が行われましたが行われました

一般会計決算額

総額

158億8037万2741円
（前年度比　25 億 4240 万 3794 円減）

歳 入

総額

147億3887万2403円
（前年度比　26 億 7651 万 7189 円減）

歳 出
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義務的経費：人件費や社会保障費、公債費など任意に削減できない経費
経常収支比率：�町税や譲与税など経常的な歳入のうち、義務的経費が占める割合。この割合が高いほど財

政の弾力性（町独自で自由に使える財源）が少ないと言えます。
経常一般財源比率：�標準財政規模に対する経常一般財源の比率。この値が高い（100を超える）ほど財源

に余裕があるとされています。
実質公債費比率：�標準財政規模に占める公債費（借金）の返済の割合
将来負担比率：標準財政規模に対する、町が将来払っていく負担額の割合
特別定額給付金給付事業：�新型コロナ対策として令和２年度に実施された、一人当たり10万円の給付事業。

三芳町民には 38億 1630万円が給付されました。

令和３年度新規事業の決算は？（議会だより 180 号掲載事業）

ことば

新型コロナウイルスワクチン接種事業
予算額　2 億 2274万円（繰越明許費を含む）
決算額　2 億 6710 万円
（令和３年度中に児童生徒及び３回目のワクチン接種費用１億 7822
万円の補正予算計上）
※町内の接種率
1回接種 82.6％ 2回接種 82.2％ 3回接種 64.7％
５歳〜 11歳 14.6％（2回接種）12歳〜19歳36.8％（3回接種）20歳〜64歳65.9％（3回接種）
65歳以上 90.7％（3回接種） 77.3％（4回接種） 令和４年９月５日現在

電子母子手帳事業
【従来の母子手帳だけではなくスマートフォンで
もお子さんの育児情報の管理ができるアプリの
保守管理費用】
予算額　39 万円
決算額　39 万円
※ダウンロード数　370人
� 令和４年９月 26日現在

緑内障検診事業
【緑内障検診受診者への補助金で 56歳と 46歳
の町民は自己負担金 1000 円で検診が受けられ
るようになる】
予算額　218 万円
決算額　190 万円
※検診を受けた方　256人

ペーパーレスシステム事業
【資料を電子化して業務効率の向上と使
用する紙量を減らすことを目的としたタ
ブレット借上料、システム利用料など】
予算額　88 万円
決算額　65 万円

地域敬老事業
【コロナ禍により開催できない敬老会の代替とし
て各行政連絡区に助成金を出し、地域の高齢者
向け事業を行ってもらう事業】
予算額　338 万円
決算額　135 万円
※申請のあった５つの行政連絡区に対して支出されました。
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　８月 29 日開会の第５回三芳町議会定例会
において、決算認定６件が本委員会に付託さ
れ、９月８日、９日及び 12日、13日の 4日
間にわたり委員会を開催し、委員及び議長並
びに町長、教育長及び関係する執行部説明員
出席のもと全員協議会室において審査を実施
しました。
　審査における質疑の経過を踏まえ、委員間
の自由討議では委員から出された意見につい
て一つ一つ討議を行い、委員会の総意として
まとめられたものは次のとおりです。

　はじめに、今後の決算並びに予算審査全体
にかかわるものとして、以前より何度も指摘
してきたが、予算資料と決算資料の記載方法
が異なることが改善されていない。多々見受
けられるので統一して表記すべき。
　つづいて、各種事業においては
・�継続していく補助事業に関しては、前例踏
襲で継続するばかりでなく、事業の周知を
徹底し、必要に応じて利用促進のための内
容修正等を検討していくこと

・�勤労者住宅資金融資あっせん事業と中小企
業融資あっせん事業については、５年以上
利用がないので、利用者のニーズやメリッ
トがあるように制度の見直しをし、利用さ
れるよう工夫すること

・�新型コロナウイルス感染症拡大等で中止にな
り支出がなかった事業についても記載すること

・�電気料金については、所管する担当課ごと
に把握できるよう考慮すること

・�抗原検査キットの有効利用を行うこと

・�職員採用においては、共生社会を目指す当
町として引き続き障がい者雇用を進めるこ
と

・�公共交通に関して、高齢者免許返納制度や
公共交通利用補助事業の利用率が低いなど
の課題があるため、公共交通政策の改善を
検討すること

・�がん検診の受診率は依然として低いので、
個別検診の実施等、受診率向上に向け環境
整備を進めること

・�ゴミ分別アプリについては、利用件数を伸
ばしていけるよう、より一層の制度周知を
徹底すること

・�予備費を充用する場合はしっかりと精査し、
補正対応も検討すること

　以上が委員総意の意見です。
　執行部には、これらの意見を再認識し、今
後の予算編成や財源支出に取り組んでいただ
きたいと思います。

　なお、採決の結果、一般会計、特別会計、
企業会計全 6件の全てにおいて「賛成総員」
もしくは「賛成多数」として「認定すべきもの」
となりました。

委員長報告

令和３年度三芳町決算特別委員会委員の様子
委員長　　
林　善美
副委員長
久保　健二
委員
鈴木　　淳
吉村美津子
内藤美佐子
桃園　典子
細田　三恵
菊地　浩二

落合　信夫
増田　磨美
本名　　洋
井田　和宏
細谷　光弘
山口　正史

42022 年 11 月１日　議会だより　三芳町　No.186

一 般 会 計



委
員
長
報
告

指
摘
点
の
質
疑
内
容

予
算
資
料
と
決
算
資
料
の

表
記
の
相
違

問

当
初
予
算
で
は
教
材
費
の

内
訳
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い

た
が
、
決
算
説
明
書
で
は
ま
と

め
た
金
額
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

理
由
は
。

答

昨
年
度
も
ま
と
め
て
表
記

し
た
た
め
、
今
回
も
同
様
の
表

記
に
し
た
。

問

予
算
時
に
は「
町
を
花
い
っ

ぱ
い
消
耗
品
」
と
表
記
し
た
も

の
が
、
決
算
で
は
「
ま
ち
か
ど

花
い
っ
ぱ
い
活
動
消
耗
品
」
に

な
っ
て
い
る
。
理
由
は
。

答

予
算
時
は
町
制
施
行
50
周

年
事
業
の
名
称
だ
っ
た
が
、
決

算
時
は
通
常
時
の
事
業
名
で
の

表
記
と
し
た
。

問

議
員
は
全
て
の
内
容
を
確

認
し
て
い
る
の
で
事
業
名
や
表

記
内
容
に
整
合
性
を
取
る
べ
き

で
は
。

答

こ
れ
か
ら
は
き
ち
ん
と
整

合
さ
せ
る
よ
う
に
注
意
し
て
い

き
た
い
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
金

問

予
算
で
は
１
５
０
人
へ
の

補
助
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
実

際
は
29
人
の
補
助
金
利
用
。
周

知
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
担
当
課

の
窓
口
展
示
、
ま
た
交
通
安
全

母
の
会
の
参
加
事
業
で
Ｐ
Ｒ
し

た
。

問

補
助
制
度
を
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
補
助
限
度
額
を

上
げ
る
等
の
検
討
は
し
な
い
の

か
。

答

利
用
率
が
低
い
の
は
担
当

課
で
も
感
じ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
啓
発
の
機
会
が
減
っ
て
い

る
影
響
も
大
き
い
。
金
額
に
関

し
て
は
不
公
平
感
が
無
い
よ
う

に
し
た
い
が
、
変
え
る
べ
き
時

が
来
れ
ば
柔
軟
に
考
え
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
交
通
移
動
支
援

事
業

問

高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
料

金
補
助
の
利
用
率
は
。

答

第
１
期
が
35
・
２
％
、
第

２
期
が
36
・
８
％
。

問

第
２
期
で
は
事
務
経
費
だ

け
で
約
半
分
の
事
業
費
を
使
っ

て
い
る
。
こ
の
事
業
の
検
証
結

果
は
。

答

タ
ク
シ
ー
料
金
の
補
助
を

行
っ
た
こ
と
で
、
町
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
割
合
が
高
く
な
っ
た

と
考
え
て
い
る
。

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
事
業

問

過
去
５
年
の
利
用
者
数
は
。

答

過
去
５
年
の
利
用
者
は
い

な
い
が
、
現
在
２
名
が
利
用
し

て
い
る
状
況
。

問

利
用
促
進
の
た
め
に
も
、

民
間
の
金
融
機
関
の
制
度
よ
り

魅
力
的
に
な
る
よ
う
な
検
討
は
。

答

金
融
機
関
と
利
率
の
交
渉

な
ど
は
行
っ
て
い
る
。
制
度
を

無
く
す
と
再
構
築
が
困
難
に
な

る
の
で
、
制
度
は
維
持
し
つ
つ

内
容
の
改
善
を
検
討
し
た
い
。

図
書
館
と
藤
久
保
公
民
館

の
電
気
料
金

問

公
民
館
費
の
電
気
料
金
に

竹
間
沢
公
民
館
の
電
気
料
金
し

か
載
っ
て
い
な
い
。
中
央
公
民

館
や
藤
久
保
公
民
館
の
電
気
料

金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

中
央
公
民
館
は
給
食
セ
ン

タ
ー
、
藤
久
保
公
民
館
は
図
書

館
と
電
気
メ
ー
タ
ー
が
一
体
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
以
前
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
他
方
の
施
設
で
予
算

計
上
を
し
て
い
る
。

問

藤
久
保
公
民
館
と
図
書
館

は
建
物
が
別
だ
が
電
気
料
金
は

一
体
な
の
は
ど
う
し
て
か
。

答

保
健
セ
ン
タ
ー
、
藤
久
保

公
民
館
、
図
書
館
は
合
わ
せ
た

形
で
電
気
料
金
を
支
払
っ
て
い

る
。
建
設
当
時
か
ら
の
こ
と
な

の
で
、
経
緯
は
わ
か
ら
な
い
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ

問

予
算
額
よ
り
少
な
い
支
出

だ
っ
た
の
は
、
利
用
者
が
見
込

み
よ
り
少
な
か
っ
た
た
め
か
。

答

利
用
人
数
が
原
因
で
は
な

く
、
８
月
か
ら
の
導
入
と
な
り
、

４
ケ
月
分
が
執
行
で
き
な
か
っ

た
た
め
。

問

登
録
者
数
は
。

答

利
用
開
始
か
ら
１
年
で
登

録
者
数
は
２
６
７
１
人
。
ま
ず

は
２
割
の
世
帯
（
約
３
４
０
０

世
帯
）
の
導
入
を
目
指
し
た
い
。

予
備
費
の
充
用

問

文
化
会
館
雨
漏
り
修
繕
工

事
に
予
備
費
が
充
用
さ
れ
て
い

る
が
、
理
由
は
。

答

修
繕
工
事
着
工
後
、
外
壁

の
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
た
た
め
、

既
存
塗
膜
の
剥
離
で
な
く
、
防

水
型
複
層
塗
材
を
用
い
た
成
形

盤
面
の
塗
装
が
必
要
と
判
断
し

た
。
追
加
工
事
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
、
増
額
分
の
17
万
円
を

予
備
費
で
充
用
し
た
。

問

11
月
11
日
に
予
備
費
を
充

用
し
た
が
、
12
月
議
会
で
補
正

予
算
と
す
る
時
間
は
な
か
っ
た

の
か
。

答

工
事
は
10
月
19
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
。
材
料
の
手
配
に

時
間
を
要
す
る
た
め
、
予
備
費

で
対
応
し
た
。

問

議
会
の
審
議
を
待
て
な

か
っ
た
理
由
は
。

答

規
定
予
算
に
不
足
が
生
じ

た
際
に
充
て
る
予
備
費
も
確
保

し
て
い
る
。
今
回
は
工
事
作
業

中
に
判
明
し
た
も
の
で
、
早
急

な
対
応
が
必
要
だ
っ
た
た
め
予

備
費
を
充
用
し
た
。
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不安定要素が
多い中ではあっ
たが、財政状況

は概ね良好と思われる。将来的
な財政負担も見込まれるため、
不断の行財政改革により更に持
続可能な財政運営を望む。また、
コロナ禍により一部の事業が実
施できず不用額が出たが、住民
参加の手法を検討し協働のまち
づくりの推進を求める。

三芳みらい賛
成コロナ禍で難

しい財政運営の
なか、経常収支

比率では改善が見られた。中止
となった事業もあるなか、スマー
ト IC 関連事業、オリパラ事前
キャンプでの交流事業、せせら
ぎ水辺広場の開園、高齢者デジ
タル支援の講座開催等、町の活
性化や町民の希望となる事業が
実施されており賛成する。

公明党賛
成町民の要望が

強い公共交通の
拡充が進まない。

コミュニティバスの導入などの
抜本的改革が望まれる。三芳ス
マート ICフル化事業は、交通安
全対策が不十分ではないか。障
がい者の積極的採用で共生社会
を進めること、コロナ禍におい
て、住民生活に寄り添い更なる
福祉向上策を求める。

日本共産党

特別会計
●特別会計とは
　ある特定の収入を特定の目的にのみ使用する予算で、三芳町では、国民健康保険、介護保険、後期高齢
者医療の３事業が該当する。

国民健康保険特別会計

歳入総額� 38 億 1151 万 6162 円 歳出総額� 36 億 5720 万 9088 円

介護保険特別会計

歳入総額� 29 億 172 万 5806 円 歳出総額� 27 億 3289 万 2602 円

後期高齢者医療特別会計

歳入総額� 9 億 4981 万 7052 円 歳出総額� 9 億 3260 万 4426 円

問介護に関する入門的研修の趣旨は。
答�これまで介護にかかわりがなかった方が、介護に関する基本的な知識を身につけ介護にかかわる意
欲を持ち就労等に繋がるよう支援する。

問�住宅医療介護連携推進事業の住民向け講演会の内容は。
答�最期まで自分らしく暮らすためにというテーマで講演会を実施した。
問�在宅寝たきり老人おむつ支給事業の今後の周知は。
答�ケアマネジャー、地域包括支援センターより行う。
問�地域包括支援センターの 2か所の体制と効果は。
答 �1 包括ごとに 3職種（保健師・主任ケアマネ・社会福祉士）3名体制から 4名体制で対応、月から
土曜までの相談を受け、相談件数実績が 200件増加。

基準１を 4700円から 5050円と引き上げた。65歳以上の介
護保険料が値上げとなった。値上げによる住民への影響額はお
よそ4300万円。決算歳入歳出差引額は１億6883万 3204円。
令和２年度末の基金残高は２億６千万円余。これらから住民へ
の値上げの必要性は無いので認められない。

日本共産党
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受益者負担金：�受益者負担とは、下水道整備により利益を受ける区域に土地を所有している人に、下水道
事業の建設費の一部を負担してもらうこと。

資産減耗費：�資産減耗費とは、固定資産が機能的に本来の使用に耐えられなくなった場合、これを廃棄し
て帳簿価額から除かなくてはならない。その除却した金額。

有収率：�有収率とは、有収水量（徴収の対象となった水量）を配水量で除したもの。配水量に対する料金
徴収の対象になった水量の割合のこと。

ことば

企業会計
●企業会計とは
　特定の事業について、その事業に関わる利用料金などの収入を基に経費に充て、民間企業と同様、独自
に採算を行っている予算で、三芳町では下水道事業、水道事業が該当する。

下水道事業会計

水道事業会計

営業損益� △ 1 億 5285 万 9940 円

営業損益� 298 万 5070 円

特別損益� 54 万 3902 円

特別損益� △ 44 万 5463 円

営業外損益� 2 億 8788 万 3922 円

営業外損益� 4150 万 5370 円

純損益� 1 億 3556 万 7884 円

純損益� 4404 万 4977 円

問国庫補助金 800万円は何に対する補助か。
答�社会資本整備総合交付金事業として交付申請し、三芳町雨天時浸入水対策計画策定業務に活用した。
問雑収益が令和２年度より 470％上がっているが、その要因は。
答�雑収益に受益者負担金等が入ったことによる。

問資産減耗費が増えた要因は。
答�令和２年度に予定していた配水管の布設替え工事を繰越し、令和３年度に完成した。令和２年度に、
除却するべきものであったが、それが繰り越したことにより令和３年度に除却したためである。

問流動負債の未払い金が増えている要因は。
答工事の支払い等が３月中に支払えなく未払い処理をしたためである。
問給水収益が 686万 1377円の増となっている要因は。
答�令和２年度は水道料金の基本料金の減免を２か月行ったが、令和３年度は基本料金の減免を行って
いないため、その分が増えた。

問資金期末残高増の要因についてどのように捉えているか。
答�設備更新を適正に行うために必要な原資を確保しなければいけない。その分を原資として積み立て
ている状態である。

問有収率が 98.66％に上がった要因は。
答漏水等の早期発見や早期修繕で漏水の量が減ったことによるものと捉えている。
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一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出予算総額に１億6819万4000円を追加し、歳入歳出予算総額を133億3246万2000円とする。

国民の行動制限は緩和さ
れ、ウィズコロナ事業が各地
で実施されるなか、本町では
町民が楽しみにするみよしま
つり等の予算は減額したが、
姉妹都市からの交流事業招待

に応え、参加者の渡航費用等を予算化したこ
とは住民同士の文化交流等に寄与し今後の明
るい事業にも繋がるもので賛成する。

公明党

賛
成

●国際交流事業� 311 万 7000円
　マレーシアとの国際交流� 291 万 5000円
　オランダとのオンライン交流� 15 万 7000円
　講演会� 4 万 5000円

●体育館の減収分負担金� 150 万 4000円
　�新型コロナウイルス感染症拡大による町から
の時短要請による減収分の町負担金

●マイナンバーカードの普及促進
� 40 万 6000円

●�新型コロナウイルス感染症自宅待機者支援物
資（1000人分　郵送料なども含む）
� 457 万 9000円

●道路施設維持補修事業� 5986 万 1000円
　舗装の打ち替え工事など

●道路改良事業�4700 万円
　�道路拡幅に向けた用地購
入費

主な事業

マレーシアとの国際交流事業費削除の修正動議
　新型コロナウイルス感染症により町の様々な事業が中止になる中、ダンスチームを募集し町職員、
議員がマレーシア現地に赴いての国際交流事業は時期尚早として、「ペタリングジャヤ国際フェア
2022」に参加する経費を補正予算から削除する修正動議が議会より提出されました。採決の結果、
マレーシア交際交流事業費を削除した修正案、原案、共に７対７の賛否同数となり、どちらも議長裁
決により修正案は否決、原案は可決となりました。

補正予算の全てに反対では
ない。しかし産業祭や体育祭
など、町民向けの各種事業が
中止となっている中、率先し
て職員や議員が町内のダンス
チームとマレーシアに国際交

流に訪れるための財源支出は、住民の理解を
得られると思わない。修正動議を提出した立
場からも補正予算案に反対する。

輝
原案に対する 原案に対する

路面の補修工事を行う写真
右方向が幹線 5号線、写
真左方向が幹線 17号線

事業中止により減額されたもの
新型コロナウイルス感染症の感染防止のため中止となりました。
●みよしまつり補助事業� 499 万円減額	
●町民体育祭補助金� 235 万円減額
●福祉まつり補助金� 50 万円減額
●世界一のいも掘りまつり補助金� 65 万円減額

●子どもフェスティバル� 194 万円減額
●産業祭補助金� 445 万円減額
●ほたる鑑賞会� 4 万円減額
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一般会計補正予算（第５号）
歳入歳出予算総額に１億 762万 9千円を追加し、歳入歳出予算総額を 134億 4009万 1000円とする。

●新型コロナウイルスワクチン接種事業（オミクロン株対応）
　今回もタクシー利用券を発行（70歳以上　ワクチン接種以外の乗車にも使えます）
� 1000 円× 4450人　445万円
� システム改修などの電算処理費　　698万 5000円
� ワクチン追加接種の体制確保　 9241 万 1000円

主な事業

議案第 32 号
三芳町議会議員及び三芳町長の選挙における選挙運動の公営に関する
条例の一部を改正する条例

議案第 34 号
運動公園テニスコート人工芝改修工事請負契約の締結について

　令和2年12月に三芳町議会議員及び三芳町長の選挙は公営選挙となり条例が改正となりましたが、
物価上昇等を鑑み一部を変更することになりました。
〇選挙運動用自動車の使用
　・自動車　限度額	 1 万 5800円→	 1 万 6100円
　・燃料　　限度額	 7500 円→	 7700 円

〇選挙運動用ビラの作成
　・町議 1600枚まで　・町長 5000枚まで
　　　　　　限度額	 7.51 円→	 7.73 円

〇選挙運動用ポスターの作成
　・単価　　 393.79 円→� 405.98 円

〇受注者　　　日清建設株式会社　　　　〇工事期間　　令和５年３月 10日まで
〇契約金額　　1億 473万 6500円

問なぜAランク業者のみにしたのか。
答�予定価格 5000万円以上の土木工事の入札参加資格についてはAランク以上の業者としている。
ただし、町内業者については、Bランク業者も受け付ける。

問落札業者は、テニスコート人工芝改修工事の経験があるのか。
答担当課としては把握していない。
問テニスコートの改修を専門的にやる業者でなくても問題ないのか。
答事後審査をしている。過去に公共施設工事の施工実績がある。

ランク：�ランクとは、客観的事項と主観的事項の審査結果を点数化し、格付け（ランク付け）を行い、そ
のランクに応じて、受注できる工事金額が決まる。

ことば
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令和４年第５回定例会　審議結果
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報告

令和３年度三芳町一般会計継続費精算報告書について 報告のみ

令和３年度三芳町健全化判断比率の報告について 報告のみ

令和３年度三芳町下水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ

令和３年度三芳町水道事業会計資金不足比率の報告について 報告のみ

条例

三芳町議会議員及び三芳町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例
の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休日及び休暇に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決 ○○○○○○○○議

長○○○○○○

契約等

運動公園テニスコート人工芝改修工事請負契約の締結について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町道路線の廃止について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

三芳町道路線の認定について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

補正予算

令和４年度三芳町一般会計補正予算（第４号） 原案可決�
（議長裁決）○○○○○×××○○○××××

議案第37号令和 4年度三芳町一般会計補正予算（第 4号）に対する修正動議 否決�
（議長裁決）×××××○○○×××○○○○

令和４年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和４年度三芳町一般会計補正予算（第５号） 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

決算認定

令和３年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和３年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和３年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 ○○○○○×××議
長○○○○○○

令和３年度三芳町下水道事業会計決算認定について 原案認定 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

令和３年度三芳町水道事業会計決算認定について 原案認定 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

陳情・要望

中国共産党による臓器収奪の即時停止ならびに人権状況の改善を求める意
見書の提出に関する陳情 配布のみ

核も戦争もない平和な二十一世紀を求める要望書 配布のみ

意見書

女性デジタル人材育成を強力に推進するための支援を求める意見書について 原案可決 ○○○○○○○○議
長○○○○○○

安倍晋三元首相の「国葬」の実施に反対する意見書について 否決 ×××××○○○議
長××××○○

○賛成　×反対■議員の賛否公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。
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議 会 活 動 日 誌
　６日　総務常任委員会
　８日・９日・１２日・１３日
　　　　決算特別委員会
１４日　議会広報広聴常任委員会
２０日　議会運営委員会
２７日　令和４年第２回入間東部地区事務組合
　　　　定例会
２９日　議会運営委員会

10 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　４日　埼玉県町村議会議員研修会
　６日　議会広報広聴常任委員会
　７日　厚生文教常任委員会
１２日　政策検討会議
１３日　総務常任委員会
　　　　議会広報広聴常任委員会
１８日　全員協議会
２１日　令和 4年第６回臨時会
２９日　ふれあい座談会（議会報告会）
３１日　入間郡町村議会議員研修会

8 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　８日　議会運営委員会
　　　　議会広報広聴常任委員会
　９日　厚生文教常任委員会所管事務調査
１０日　政策検討会議
　　　　総務常任委員会
１６日　全員協議会
　　　　厚生文教常任委員会
１７日　東京都瑞穂町議会議員政策研究会
　　　　政策調査部視察来庁
２２日　総務常任委員会
２５日　議会広報広聴常任委員会
　　　　議会だよりモニター会議
２９日～９月２１日
　　　　令和４年第５回三芳町議会定例会
２９日　議会広報広聴常任委員会

9 月 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　５日　厚生文教常任委員会
　６日　全員協議会

（金）11 月 18 日
開会の予定です

三芳町議会
中継ページ

次の議会定例会は

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。

　　

表紙写真のご紹介
　2022年度夏季巡回「ラジオ体操・みんなの体操会」が
7月 22日三芳町運動公園グラウンドにて開催された様子
です。当日は、早朝にもかかわらず小さなお子さんから大
人の方 527 人が集まり、体操のお兄さんの掛け声とピア
ノの生演奏に合わせ元気にラジオ体操を楽しむ様子が全国
に放送されました。担当課をはじめ三芳町区長会等多くの
皆さんが夜明けと共に、会場設営や運営ボランティアに携
わってくださり本当にありがとうございました。

朗読ボランティア
「けやき」の皆さん
が朗読したものを
三芳町議会ウェブ
サイトで聴くことが
できます。

議会
だより の声

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です
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AYA 世代等がん患者の支援充実内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党 動 画

問

が
ん
検
診
率
の
向
上
に
、
現

在
集
団
検
診
の
み
の
胃
が
ん
バ
リ

ウ
ム
・
乳
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
検

診
に
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
を

導
入
し
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
す
べ
て
を
個

別
検
診
に
す
る
の
は
難
し
い
。

　
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン

検
診
は
個
別
検
診
と
し
た
。

問

本
町
の
乳
が
ん
検
診
自
己
負

担
額
二
千
円
は
他
自
治
体
に
比
べ

る
と
高
い
。
減
額
し
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
各
自
治
体
で

金
額
は
違
う
。
ど
の
よ
う
な
方
法

が
良
い
か
検
討
す
る
。

問

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
（
40
歳
未
満
）

の
が
ん
患
者
に
在
宅
療
養
生
活
支

援
制
度
を
創
設
し
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
経
済
的
な
支

援
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

問

抗
が
ん
剤
副
作
用
で
脱
毛
に

悩
む
方
に
「
ウ
イ
ッ
グ
」
の
購
入

補
助
は
ど
う
か
。

答

健
康
増
進
課　
県
内
自
治
体

で
も
助
成
制
度
が
広
が
っ
て
き
て

い
る
。
心
理
的
な
負
担
へ
の
対
応

と
し
て
研
究
す
る
。

問

喉
頭
が
ん
等
で
喉
頭
を
摘
出

し
た
方
の
代
用
音
声
の
シ
ャ
ン
ト

発
声
法
に
必
要
な
「
人
工
鼻
」
へ

の
購
入
補
助
は
。

答

福
祉
課　
近
隣
市
で
は
「
身

体
障
害
者
日
常
生
活
用
具
」
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
で
も
提
供

で
き
る
よ
う
に
本
町
で
も
要
綱
を

準
備
し
た
い
。

交
差
点
の
安
全
対
策
を

問

国
道
と
幹
線
20
号
線
交
差
点

に
定
周
期
信
号
機
等
設
置
は
。

答

道
路
交
通
課　
国
道
と
の
接

続
部
分
が
現
状
で
は
設
置
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
。

問

交
差
点
や
道
路
の
安
全
に
幹

線
20
号
線（
国
道
～
役
場
前
通
り
）

の
道
路
拡
幅
整
備
は
。

答

町
長　
地
元
住
民
よ
り
拡
幅

要
望
も
あ
る
。
国
道
か
ら
役
場
へ

の
道
路
と
し
て
調
査
す
る
。

問

幹
線
６
号
線
と
21
号
線
交
差

点
の
安
全
確
保
に
21
号
線
の
道
線

に
合
わ
せ
た
拡
幅
は
。

答

町
長　
開
発
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
地
権
者
と
協
議
す
る
。

マイナンバー制度の廃止について
動 画

吉村美津子
よしむら  み    つ    こ

日本共産党

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
任
意
だ
。
２
０
１
６
年
１
月
交

付
開
始
か
ら
５
年
近
く
が
た
っ
て

も
普
及
率
は
23
％
で
あ
っ
た
。

　
国
民
が
必
要
性
を
感
じ
て
お
ら

ず
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
心
配

が
強
い
の
で
普
及
が
進
ま
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
総
務
省
は
、
複
数
の

タ
レ
ン
ト
を
起
用
し
、
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
付
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
促
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
率
は

８
月
17
日
時
点
で
46
・
８
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
と
デ
ジ
タ
ル
庁
を
連
携
さ
せ
、

事
業
や
業
務
の
担
い
手
を
人
か
ら

機
械
へ
と
移
行
さ
せ
て
自
動
化
を

実
現
さ
せ
る
方
向
だ
。

問

住
民
と
職
員
と
の
接
点
を
大

切
に
す
る
行
政
の
対
応
を
求
め
る

が
ど
う
か
。

答

住
民
課　
住
民
の
利
便
性
を

高
め
る
こ
と
は
必
要
。
住
民
と
接

す
る
時
間
が
増
え
、
職
員
は
丁
寧

な
対
応
が
で
き
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
裏

面
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
様
々
な
情

報
が
関
連
付
け
さ
れ
る
。
金
融
機

関
の
預
貯
金
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、

図
書
館
利
用
、
公
的
施
設
予
約
、

地
域
の
買
い
物
ポ
イ
ン
ト
、
国
家

資
格
、
自
動
車
登
録
な
ど
こ
れ
は

ほ
ん
の
一
部
。ア
メ
リ
カ
で
は「
な

り
す
ま
し
被
害
」
が
深
刻
化
。
韓

国
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
銀

行
口
座
に
関
す
る
個
人
情
報
が
盗

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
銀

行
に
預
貯
金
が
無
事
か
ど
う
か
を

確
認
し
よ
う
と
す
る
顧
客
が
押
し

寄
せ
た
と
の
こ
と
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
問
題
点

は
、
①
個
人
情
報
の
漏
え
い
②
な

り
す
ま
し
犯
罪
③
国
に
よ
る
国
民

の
個
人
情
報
の
管
理
の
一
元
化
だ
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は

任
意
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
べ

き
で
は
。

答

住
民
課　
あ
く
ま
で
も
任
意

の
も
の
。

そ
の
他
の
質
問

①
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
を
含
む
交
通

安
全
対
策
②
熱
中
症
対
策
③
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

幹線２０号線 交差点手前
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リトルベビーハンドブック作成を
動 画公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

産
後
ケ
ア
と
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

問

町
内
に
お
け
る
低
体
重
児
出

生
の
過
去
３
年
の
推
移
は
。

答

健
康
増
進
課　
令
和
元
年
15

件
、
２
年
22
件
、
３
年
16
件
。

問

母
親
の
心
理
的
負
担
感
軽
減

の
た
め
に
、
家
事
支
援
実
施
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
家
事
育
児
へ

の
援
助
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

産
後
ケ
ア
全
般
に
わ
た
る
親
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
支
援
の
体

制
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問

低
体
重
児
出
産
の
母
親
が
安

心
し
て
育
児
に
臨
め
る
よ
う
様
々

な
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作

製
し
活
用
し
て
は
。

答

健
康
増
進
課　
き
め
細
や
か

な
親
の
支
援
の
重
要
性
を
考
え
、

県
の
動
向
を
踏
ま
え
出
来
る
だ
け

活
用
し
て
行
き
た
い
。

庁
舎
内
の
利
便
性
向
上
を

問

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
配
慮

と
し
て
、
障
が
い
者
駐
車
場
へ
の

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置
や
庁
舎
内
の

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設
整
備
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
移

動
へ
の
支
援
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の

敷
設
等
、
今
後
予
定
し
て
い
る
庁

舎
保
全
工
事
の
際
に
優
先
順
位
を

つ
け
て
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

町
長　
全
住
民
が
安
心
し
て

来
庁
で
き
る
よ
う
環
境
を
造
る
の

は
急
務
と
思
っ
て
い
る
。
町
内
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
方
向
も

含
め
早
急
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

女
性
相
談
充
実
に
つ
い
て

問

貧
困
等
の
課
題
に
直
面
し
て

い
る
女
性
の
支
援
強
化
を
目
指
し

困
難
女
性
支
援
法
が
成
立
し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
へ
の
連
鎖
の
懸
念

も
鑑
み
、
女
性
相
談
の
更
な
る
充

実
の
た
め
相
談
日
の
拡
充
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
相
談
を
可
能
に
し
て

は
ど
う
か
。

答

総
務
課　
他
団
体
の
動
向
を

見
な
が
ら
、
町
と
し
て
必
要
な
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

７月８月の
コロナ感染症について

動 画

問

７
月
８
月
で
、
救
急
搬
送
時

に
２
時
間
以
上
待
機
さ
せ
ら
れ
た

ケ
ー
ス
は
。

答

健
康
増
進
課　
搬
送
先
が
決

ま
ら
ず
に
待
機
さ
せ
ら
れ
た
ケ
ー

ス
は
な
か
っ
た
。

問

町
で
は
感
染
者
の
自
宅
療
養

者
及
び
自
宅
待
機
者
で
希
望
者
に

食
料
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

支
援
し
た
人
数
及
び
予
算
上
は
何

人
の
支
援
が
可
能
か
。

答

健
康
増
進
課　
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
に
支

援
物
資
８
２
４
人
分
を
郵
送
し
た
。

８
月
25
日
現
在
約
３
０
０
人
分
を

在
庫
し
て
い
る
。

問

重
傷
者
の
入
院
に
支
障
は
無

い
か
。

答

健
康
増
進
課　
埼
玉
南
西
部

で
の
重
傷
病
棟
使
用
率
は
約
９
・

５
％
な
の
で
逼
迫
は
し
て
な
い
。

問

冬
に
は
感
染
が
再
拡
大
し
第

８
波
の
予
想
も
あ
る
が
、
対
策
は
。

答

健
康
増
進
課　
新
し
い
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
体
制
を
整
え
て
ゆ
く
。

問

町
で
備
蓄
し
て
い
る
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
を
希
望
者
に
配
布
で
き

な
い
か
。

答

健
康
増
進
課　
町
で
備
蓄
し

て
い
る
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
は
、
施

設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
ぐ
目
的

で
活
用
し
て
い
る
。
個
人
へ
の
配

布
は
現
在
の
と
こ
ろ
難
し
い
。

答

町
長　
第
７
波
で
状
況
が
変

わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
担
当
課

の
答
弁
は
正
し
い
が
、
今
後
の
第

８
波
に
備
え
て
体
制
を
構
築
し
て

ゆ
き
た
い
。

国
・
県
補
助
金
に
つ
い
て

問

国
・
県
で
は
自
治
体
の
事
業

に
対
し
て
色
々
な
補
助
金
を
用
意

し
て
い
る
。
な
か
に
は
広
範
囲
に

わ
た
る
も
の
や
、
条
件
が
複
雑
な

も
の
も
有
る
。
補
助
金
を
確
実
に

得
る
為
に
も
的
確
に
把
握
す
る
部

署
が
必
要
で
は
。

答

町
長　
以
前
と
比
べ
て
補
助

金
・
交
付
金
に
対
す
る
課
長
の
意

識
は
変
わ
っ
て
き
た
が
、
更
に
体

制
を
強
化
し
た
い
。

山 口 正 史
やま  ぐち  まさ  ふみ

三芳みらい
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中学校の男女統一型制服について
動 画

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

三芳みらい

問

３
つ
の
中
学
校
の
現
状
は
。

答

学
校
教
育
課　
３
校
と
も
制

服
検
討
委
員
会
を
設
置
し
見
直
し

を
進
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度
に

三
芳
中
学
校
、
令
和
６
年
度
に
三

芳
東
中
学
校
と
藤
久
保
中
学
校
へ

導
入
予
定
。
三
芳
中
学
校
の
制
服

の
形
は
、
ブ
レ
ザ
ー
タ
イ
プ
で
男

子
も
ス
カ
ー
ト
を
選
択
で
き
女
子

も
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
選
択
で
き
る
状

況
だ
。

問

導
入
前
の
児
童
生
徒
・
保
護

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
何

を
目
的
に
行
っ
た
か
。

答

学
校
教
育
課　
多
様
な
性
に

配
慮
し
た
制
服
を
選
べ
る
よ
う

に
、
デ
ザ
イ
ン
性
や
色
、
価
格
等

広
く
意
見
を
聞
く
為
に
実
施
し

た
。
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
把
握

し
制
服
検
討
委
員
会
に
て
検
討
す

る
際
に
生
か
し
た
い
。

問

制
服
が
変
わ
る
こ
と
で
い
じ

め
に
繋
が
っ
た
場
合
は
ど
う
対
処

す
る
か
。

答

学
校
教
育
課　
い
じ
め
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
事
。
こ
れ
ま
で

通
り
指
導
し
て
い
く
。

　

制
服
を
、
A
・
B
・
C
の
３

タ
イ
プ
に
分
け
た
呼
び
方
に
変
更

し
意
識
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

農
業
活
性
化
に
つ
い
て

問

肥
料
の
急
激
な
高
騰
が
、
農

家
に
与
え
る
影
響
は
。

答

観
光
産
業
課　
価
格
転
嫁
が

難
し
い
状
況
だ
。
ま
た
、
秋
春
用

の
肥
料
の
価
格
も
20
％
増
と
な
り

大
き
な
影
響
が
あ
る
。

問

各
農
家
の
対
応
、
対
策
は
。

答

観
光
産
業
課　
可
能
な
範
囲

で
多
め
に
発
注
し
、
在
庫
と
し
て

取
り
敢
え
ず
確
保
し
た
が
、
今
後

の
見
通
し
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

秋
春
肥
料
を
対
象
に
し
て
価
格
上

昇
分
を
国
に
よ
る
一
部
補
て
ん

が
、
実
施
予
定
で
あ
り
今
後
も
注

視
し
て
い
く
。

問
「
１
日
農
業
バ
イ
ト
ア
プ
リ
」

の
活
用
の
推
進
を
し
て
は

答

観
光
産
業
課　
農
家
に
と
っ

て
労
働
力
の
確
保
は
、
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
ア
プ
リ
利
用
時
に
お

け
る
農
家
側
の
作
業
内
容
等
の
確

認
や
要
望
等
を
確
認
す
る
と
共
に

調
査
研
究
し
て
い
く
。

町内の暑さ対策について
動 画

林　 善 美
はやし         よし     み

三芳みらい

問

熱
中
症
と
思
わ
れ
る
症
状
で

体
調
を
崩
し
た
児
童
・
生
徒
数
は
。

答

学
校
教
育
課　
小
学
校
20
名
、

中
学
校
42
名
。

問

熱
中
症
計
の
整
備
状
況
は
。

答

学
校
教
育
課　
令
和
2
年
度

各
校
に
３
～
４
台
配
布
、
校
庭
・

体
育
館
・
保
健
室
等
に
設
置
し
て

い
る
。

問

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
は
。

答

学
校
教
育
課
　
各
校
の
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中
で
、
熱
中

症
計
の
設
置
・
状
況
把
握
・
応
急

処
置
・
連
絡
体
制
・
原
因
究
明
・

再
発
防
止
予
防
策
な
ど
、
熱
中
症

に
対
す
る
事
項
を
全
職
員
に
周
知

し
て
い
る
。

問

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
利

用
団
体
や
近
隣
住
民
か
ら
の
声
は
。

答

都
市
計
画
課　
暑
さ
対
策
に

関
す
る
相
談
は
な
い
。

問

日
よ
け
の
た
め
の
ベ
ン
チ
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答

都
市
計
画
課　
利
用
者
な
ど

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
調
査
・
検
討

す
る
。
借
地
の
た
め
、
設
置
可
能

か
地
権
者
と
協
議
の
上
で
決
定
す

る
こ
と
に
な
る
。

建
築
関
係
法
令
の
動
き

問

現
在
の
三
芳
町
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
は
Z
E
B
化

は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
５
年

ご
と
の
見
直
し
の
中
で
盛
り
込
ん

で
は
。

答

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
個
々
の

施
設
の
状
況
が
異
な
る
た
め
、
具

体
的
に
盛
り
込
む
こ
と
が
適
切
か

ど
う
か
も
含
め
、
公
共
施
設
全
体

と
し
て
の
省
エ
ネ
化
の
方
策
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
し
見
直
し
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

問

瓦
屋
根
の
緊
結
方
法
が
強
化

さ
れ
た
。
過
去
に
瓦
屋
根
の
被
害

は
あ
っ
た
か
。

答

自
治
安
心
課　
罹
災
証
明
は

平
成
23
年
か
ら
7
件
発
行
。

問

法
改
正
の
周
知
は
。

答

都
市
計
画
課　
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
屋
根
瓦
の
耐
風
改
修
工
事
へ
の

補
助
②
コ
ロ
ナ
相
談
窓
口
の
相
談

件
数
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住みたくなる町を目指す取組み！
動 画

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

輝

問

多
く
の
方
か
ら
車
両
の
往
来

時
に
家
屋
が
揺
れ
る
と
い
っ
た
同

様
の
相
談
を
受
け
て
い
る
が
揺
れ

の
原
因
は
。

答

道
路
交
通
課　
経
年
劣
化
に

よ
る
舗
装
の
破
損
や
継
ぎ
目
の
段

差
で
発
生
す
る
振
動
と
交
通
量
増

加
に
よ
る
構
造
の
強
度
不
足
が
原

因
と
考
え
て
い
る
。

問

町
民
の
方
に
家
屋
の
揺
れ
の

相
談
を
受
け
た
後
、
担
当
課
に
は

既
に
相
談
を
し
て
い
た
が
、
今
回

行
う
予
定
の
路
盤
か
ら
の
修
繕
工

事
は
家
屋
の
揺
れ
に
対
す
る
工
事

と
捉
え
て
大
丈
夫
か
。

答

道
路
交
通
課　
家
屋
の
揺
れ

対
策
の
修
繕
工
事
で
あ
る
。

問

減
少
し
て
い
る
行
政
区
及
び

世
帯
数
の
３
年
間
の
推
移
は
。

答

自
治
安
心
課　
過
去
３
年
間

の
推
移
で
加
入
世
帯
が
減
少
し
て

い
る
行
政
区
は
北
永
井
第
２
区
１

２
９
世
帯
、
藤
久
保
第
１
区
１
０

８
世
帯
、
第
６
区
が
78
世
帯
減
少

し
て
い
る
。

問

藤
久
保
第
３
区
で
は
区
独
自

で
全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
他
の
行
政
区

に
対
し
て
も
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
出
来
な
い
か
。

答

自
治
安
心
課　
区
長
会
な
ど

で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
つ
い
て
話

を
し
た
い
。

問

藤
久
保
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

令
和
６
年
度
解
体
、
そ
の
後
の
建

設
は
し
な
い
計
画
だ
が
、
解
体
後

の
プ
ー
ル
の
授
業
は
、
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答

教
育
総
務
課　
民
間
の
施
設

の
利
用
を
予
定
し
て
い
る
。

問

他
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
へ
の
公
平
性
、
保
護
者
へ
の
説

明
責
任
が
生
じ
る
と
感
じ
る
が
、

藤
久
保
小
学
校
以
外
の
学
校
の

プ
ー
ル
授
業
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
予
定
な
の
か
。

答

学
校
教
育
課　
既
存
の
プ
ー

ル
を
使
う
か
民
間
の
施
設
を
利
用

す
る
か
検
討
し
て
い
る
。

問

９
月
以
降
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
滑
走
エ
リ
ア
の
開
放
は
。

答

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　
９

月
以
降
も
試
行
的
に
、
今
回
開
放

し
た
エ
リ
ア
を
予
定
し
て
い
る
。

合
わ
せ
て
他
の
場
所
も
調
査
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

重要計画を滞りなく進めるために
動 画輝

鈴 木　 淳
すず     き            じゅん

問

立
地
適
正
化
計
画
で
は
市
街

化
調
整
区
域
は
居
住
誘
導
区
域
に

指
定
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
市
街

化
調
整
区
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

中
心
と
な
る
地
域
核
で
も
、
上
下

水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
や
新
施
設
の

建
築
は
今
後
行
わ
れ
な
い
、
と
も

捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
が
、
町
の
見

解
は
。

答

都
市
計
画
課　
各
地
域
核
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
に
も

公
共
イ
ン
フ
ラ
や
施
設
の
整
備
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問

令
和
８
年
の
竣
工
に
向
け
動

き
出
し
た
藤
久
保
地
域
拠
点
施
設

だ
が
、
町
内
各
所
か
ら
の
移
動
手

段
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答

政
策
推
進
室　
ラ
イ
フ
バ
ス

の
８
番
線
を
利
用
す
る
こ
と
で
み

よ
し
台
地
区
の
方
も
藤
久
保
公
民

館
に
行
く
こ
と
は
で
き
る
。
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
他
、
幹
線
７
号
線
の
拡
幅
整

備
を
進
め
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

を
加
味
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問

町
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
の
再
編
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
現
在
は
関
係
者
に
よ
っ
て

検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

繊
細
な
問
題
だ
け
に
、
計
画
策
定

前
に
し
っ
か
り
と
住
民
説
明
会
を

行
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
が
、

予
定
は
。

答

学
校
教
育
課　
児
童
生
徒
、

地
域
住
民
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
た
め
、
住
民
説
明
会
を
実
施
し
、

合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

幹
線
17
号
線
の
鉄
柱

問

ア
ク
ロ
ス
プ
ラ
ザ
北
側
を
通

る
道
路
に
設
置
さ
れ
た
黄
色
の
鉄

柱
に
つ
い
て
、
前
回
の
質
問
後
も

町
民
か
ら
多
く
の
反
響
が
あ
る
。

ど
れ
も
そ
の
危
険
性
を
訴
え
る
も

の
だ
が
、
町
と
し
て
対
応
し
て
も

ら
え
な
い
の
か
。

答

町
長　
鉄
柱
は
歩
行
者
の
交

通
安
全
対
策
と
し
て
地
元
の
方
の

要
望
に
よ
り
設
置
し
た
も
の
。
最

近
は
苦
情
も
減
っ
て
き
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
が
、
今
後
も
苦
情
が

続
く
の
で
あ
れ
ば
対
応
策
も
考
え

て
い
く
。

８月より解放されたスケート
ボード滑走エリア

直されたばかりの鉄
柱についた擦り痕
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問

町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
未
来

創
造
プ
ラ
ン
」
の
令
和
４
年
度
を

含
め
た
達
成
率
は
。

答

政
策
推
進
室　
概
ね
85
％
と

な
る
。

問

達
成
率
が
低
か
っ
た
所
は
。

答

政
策
推
進
室　
コ
ロ
ナ
禍
で

不
安
と
閉
塞
感
の
中
、
住
民
が
集

う
も
の
に
つ
い
て
は
達
成
率
が
低

い
も
の
も
あ
る
が
、
手
法
を
変
え

対
処
し
て
い
る
。

問

こ
の
４
年
間
の
町
政
運
営
の

中
で
、
何
を
変
え
て
、
ど
こ
に
好

機
を
見
い
だ
し
、
ど
の
よ
う
に
挑

戦
し
て
き
た
の
か
。

答

町
長　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
人
類
史
上
未
曾
有
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
が
、
真
の
チ
ャ
ン
ス
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
気
付
か
せ
て
く
れ

た
。
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
一

人
一
人
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

共
に
支
え
合
い
、
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
共
生
社
会
を
実
現
し
て
い

き
た
い
。

問

第
５
次
総
合
計
画
は
令
和
５

年
度
に
終
了
す
る
が
、
全
体
の
評

価
は
。

答

町
長　
総
合
計
画
策
定
時
に

は
想
定
し
え
な
か
っ
た
事
態
の
発

生
に
よ
り
厳
し
い
局
面
が
続
い
た

が
、
一
定
の
成
果
を
残
す
こ
と
が

出
来
た
と
考
え
て
い
る
。

問

今
の
財
政
状
況
は
。

答

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　
概

ね
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
が
、
昨
今
の
不
安
定

な
経
済
情
勢
や
老
朽
化
に
よ
る
公

共
施
設
の
更
新
等
将
来
的
な
財
政

負
担
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
不
断

の
行
財
政
改
革
の
取
組
み
に
よ
り

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
。

問

町
長
の
任
期
も
令
和
５
年
１

月
で
満
了
に
な
る
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
。

答

町
長　
ま
ち
づ
く
り
は
道
半

ば
に
あ
る
。
そ
の
仕
事
を
や
り
遂

げ
る
使
命
と
責
任
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今

後
の
三
芳
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

信
任
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
ら
引

き
続
き
町
政
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

この４年間の町政運営について
動 画

井 田 和 宏
  い      だ     かず  ひろ

三芳みらい

どうなる部活動の地域への移行本 名　 洋
ほん     な             ひろし

日本共産党 動 画

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
検
討
会
議
の
提

言
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
部

活
動
を
学
校
か
ら
地
域
へ
移
行
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

問

部
活
動
の
地
域
移
行
の
目
的

は
。答

学
校
教
育
課　
部
活
動
が
教

員
の
業
務
負
担
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
働
き
方
改
革
を
推

進
し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

問

生
徒
、
保
護
者
の
意
見
聴
取

は
。答

学
校
教
育
課　
ア
ン
ケ
ー
ト

を
含
む
意
識
調
査
を
行
い
た
い
。

問

部
活
動
指
導
員
の
確
保
は
で

き
て
い
る
の
か
。

答

学
校
教
育
課　
今
後
の
検
討

事
項
と
し
て
い
る
。

問

財
源
の
確
保
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答

学
校
教
育
課　
課
題
の
一
つ

と
し
て
検
討
す
る
。

問

保
護
者
の
負
担
は
。 

答

学
校
教
育
課　
負
担
の
有
無

も
検
討
し
て
い
く
。

問

生
徒
が
部
活
動
に
参
加
す
る

権
利
は
保
障
さ
れ
る
か
。

答

教
育
長　
希
望
す
る
生
徒
が

全
員
参
加
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。
部
活
動
の
地
域
移
行
は
多

く
の
課
題
が
あ
る
。
県
の
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会
な
ど
教
育
関

係
３
団
体
連
名
で
国
や
県
へ
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
要
望
書
を

提
出
し
た
。

三
芳
町
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
そ
の
後

問

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
」
を
家
族
も
対
象
と
な
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
へ
発
展
さ
せ

て
は
。

答

総
務
課　
情
報
収
集
し
な
が

ら
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

町
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

問

「
三
芳
町
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
今
後
の
予
定
は
。

答

町
長　
来
年
度
、
地
域
公
共

交
通
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な
交

通
ビ
ジ
ョ
ン
に
し
て
い
き
た
い
。
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パン工場跡地の開発予定について
動 画

細 谷 光 弘
ほそ    や    みつ  ひろ

三芳みらい

問

開
発
の
内
容
は
。

答

都
市
計
画
課　
10
階
建
て
マ

ン
シ
ョ
ン
1
棟
と
戸
建
住
宅
33
軒

の
開
発
の
予
定
、
残
地
が
1
ヘ
ク

タ
ー
ル
残
る
が
、
開
発
協
議
等
の

申
請
は
ま
だ
な
い
。

問

開
発
に
よ
り
増
加
す
る
予
想

人
口
は
。

答

都
市
計
画
課　
今
回
の
開
発

で
は
、
合
計
１
０
０
０
人
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

問

竹
間
沢
小
学
校
へ
の
影
響
と

対
策
は
。

答

教
育
総
務
課　
現
段
階
で
は

開
発
に
伴
う
児
童
数
の
増
に
対
し

て
は
対
応
で
き
る
。
ク
ラ
ス
が
増

え
る
場
合
に
は
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

等
に
対
応
し
た
設
備
等
の
整
備
が

必
要
と
な
る
。

町
の
幹
線
道
路
に
つ
い
て

問

歩
道
の
整
備
・
未
整
備
箇
所

に
よ
る
危
険
度
の
差
に
つ
い
て
町

は
ど
う
考
え
る
か
。

答

道
路
交
通
課　
一
般
的
な
判

断
で
は
歩
道
整
備
さ
れ
て
い
た
方

が
危
険
度
は
低
い
。

問

歩
道
が
無
い
と
危
険
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
中
、
川
越
街
道
か

ら
み
ず
ほ
台
駅
に
向
か
う
幹
線
22

号
線
の
道
路
の
歩
道
は
、
い
つ
整

備
す
る
予
定
か
。

答

道
路
交
通
課　
都
市
計
画
道

路
と
な
っ
て
い
る
の
で
一
定
の
用

地
確
保
が
出
来
て
か
ら
行
う
予
定
。

時
期
は
未
定
。

問

幹
線
22
号
線
は
防
犯
灯
等
が

少
な
く
、
通
行
人
が
見
え
な
く
て

危
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
ど

う
考
え
る
か
。

答

道
路
交
通
課　
防
犯
灯
が
少

な
い
等
の
意
見
は
、
町
は
聞
い
て

な
い
。
必
要
に
応
じ
夜
間
の
視
認

性
の
確
認
は
し
て
い
く
。

問

幹
線
23
号
線
の
歩
道
整
備
に

つ
い
て
歩
道
が
無
く
大
変
危
険
な

の
で
し
っ
か
り
と
進
め
て
頂
き
た

い
が
、
町
の
考
え
は
。

答

道
路
交
通
課　
令
和
元
年
の

道
路
拡
幅
計
画
の
調
査
に
よ
り
、

優
先
順
位
が
高
く
な
い
の
で
今
の

と
こ
ろ
整
備
の
予
定
は
な
い
。

そ
の
他

抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
の
市
町
村

無
料
配
布
事
業
等

狭い！

幹線２２号線路側帯

本当に
優先度が低い？

意

見

書

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進
す

る
た
め
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
は
、
女
性
の
経
済
的

自
立
や
成
長
産
業
へ
の
移
動
支
援
を
図
る
上
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
国
の
生
産
性
向
上
、
大
都
市

一
極
集
中
の
緩
和
、
感
染
症
等
の
リ
ス
ク
低
減
な
ど

で
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
の
必
要
な
支
援
や
予
算
の
拡
充
を
強
く
求
め
る
。

�

提
出
先
　
国
関
係
機
関

意見書：�意見書とは、議会が地方公共団体の機関と
しての意思を意見としてまとめた文書です。

ことば

（金）11 月 18 日
開会の予定です

三芳町議会
中継ページ

次の議会定例会は

議会の動画を
配信しています。

議会の動画をインターネット動画配信サイト
YouTube上でご覧になることができます。
本号の記事中にある動画のＱＲコードを読み
込むか、右記QRコードにアクセスしてくだ
さい。
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入間東部地区事務組合報告
入間東部地区事務組合とは
　防災・消防行政、し尿処理、しののめの里による斎場運営といった環境衛生
行政を 2市 1町で共同して行っています。各市町議会から５名ずつの議員が、
事務組合議員として活動しています。三芳町からは、細谷光弘議員、内藤美佐
子議員、鈴木淳議員、久保健二議員（議長）、本名洋議員の５名が活動しています。
　去る 9月 27 日、令和４年度第２回入間東部地区事務組合議会定例会が開催さ
れ、令和３年度決算の審議が行われ、総員賛成にて認定されました。歳入総額
は前年度と比べ約 5.8 億円減の 40 億 8225万 849円となりました。

救急出動件数について
　令和 4年 1月 1 日から 8月 31 日までに昨年度比
1,847 件増の 9,817 件の救急出動がありました。こ
のうち新型コロナ感染者の救急搬送件数は、疑いを含
め 689件を数え、特に 8月には 230 件となり、同月
緊急出動件数の 15.7%を占めました。

★住宅用火災警報器の取付け支援　入間東部地区事務組合では管内のご家
庭を対象に、消防職員による住宅用火災警報器（電池式のものに限ります。）
の取り付け支援を行っています。取付費用は無料です（住宅用火災警報器
は各自でご用意ください。）。
入間東部地区事務組合消防本部予防課（電話 049-261-6007）へお問合
せください。

各市町村の負担金　（歳入総額に占める市町の負担割合は、78.1％となりました）

　歳入決算額の減少要因は、東消防署富士見分署庁舎建設事業債の皆減等による組合債の減、
構成市町負担金の減です。三芳町に関しては、第５分団車庫改修工事が行われました。

区分 令和３年度
負担金総額

令和２年度
負担金総額 前年度比 増減率

三芳町 652,110,774 円 683,193,634 円 △ 31,082,860 円 △ 4.5％

富士見市 1,244,862,398 円 1,316,703,036 円 △ 71,840,638 円 △ 5.5％

ふじみ野市 1,292,748,828 円 1,363,400,330 円 △ 70,651,502 円 △ 5.2％

合計 3,189,722,000 円 3,363,297,000 円 △ 173,575,000 円 △ 5.2％
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・年４回の定例会毎に議会だよりの編集及び発行を継続して行いました。
・�新型コロナ感染症の拡大により傍聴者の感染予防の観点から、一般質問を含め議案審議等をネッ
トで見られるようにネット中継を実施。
・�「議会だより」を読みやすくするため、町民の方から提案を頂く「議
会だよりモニター会議」を開催しました。頂いた提案を生かすため
の検討を今後も継続して行う事を確認しました。
・�議会の活動報告及び町民の方からご意見などを頂く「ふれあい座談
会（議会報告会）」を３年ぶりに企画し開催の準備を進めました。

広報広聴常任委員会

◎所管と定数
　議会の運営、会議規則、委員会に関する事項及び議長の諮問に関する事項を所管し、定数は６名

◎協議している検討課題
　・コロナ禍での議会運営について
　　　予算、決算の審議方法
　　　新型コロナウイルス感染症拡大防止のための議員の登庁ガイドラインの制定
　・議会の個人情報の保護に関する条例の策定

◎議会のペーパーレスの取組みについての経過報告
　・�ペーパーレスの取組みで先行している神奈川県秦野市議会と茨城県守谷市議会を視察予定でし

たが、新型コロナウイルス感染症の第 6波と重なり現地に赴くことはできず、それぞれオンラ
イン会議システムで両市議会の取組みを学ばせていただきました。

　・�限られた時間ではありましたが、解決すべき課題や効果など大変参考になりました。
　・�今では三芳町議会では予算、決算を含む全ての議案書や関係する資料はオンライン化されまし

た。また、これまで議会事務局に持参しなくてはいけなかった
一般質問通告書や届出などメール添付により提出することが可
能となりました。

　・�今後は押印廃止なども含め、さらにペーパーレスを進めていく
よう協議します。

議会運営委員会
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　総務常任委員会では、７月 28 日・29 日に
所管事務調査を実施しました。
　今回の所管事務調査では、公共交通について
茨城県の五霞町、阿見町、龍ケ崎市、そして自
動運転バスについて乗車のみではありますが境
町を訪問しました。
　今回、調査を行いました４自治体は、人口減
少や高齢化などが進む中でいずれも公共交通に
対しての基本姿勢が当町よりも前向きであるよ
うに感じられました。
　三芳町の住民意識調査でも「力を入れるべき
施策」の１位がバスなど公共交通の整備という
結果が出ています。
　今回の視察を終え、当委員
会では、公共交通調査等を行
い、現状や住民のニーズを把
握し、町に必要な公共交通シ
ステムを多方面から検討し、
実現に向けて研究していくこ

とが重要であり、公共施設や道路の整備、社会
福祉と同様に自治体が行うべき施策と捉え、公
共交通網の改善を優先事業とし、検討していく
べきとの結論に達しました。

　また当委員会では公共交通以外に、三芳ス
マートインターチェンジの整備状況の調査、各
行政区の集会所の老朽化や修繕が必要な箇所の
調査・確認、防災倉庫の点検、定例会開催時の
火災や地震を想定した避難訓練の実施、避難時
の進行表の作成などを所管し、協議、活動をし
ています。

　当委員会は、7月と８月、不登校児童生徒支
援に積極的に取り組む先進地東京都福生市、神
奈川県川崎市、子ども夢パーク（フリースペー
スえん）を視察しました。７月、福生市では子
供の居場所や新たな学び場として学校復帰を目
指す学校適応支援室、次に社会的自立を目指す
不登校特例校分教室７組設置を学びました。ま
た、福生版プロジェクト学習実施と個別支援カ
ルテ作成・活用がなされ、教育相談員11名の
在籍による相談や対応、土曜開設も行われ児童
生徒の心の変化に気づき手厚い対応もあり、支

援が充実していました。８月の川崎市は、平成
21年施行の川崎市子どもの権利に関する条例を
基にしたかわさき共生・教育プログラムの実施
や教育支援コーディネーターの配置等の事業が
行われていました。中でもフリースペースえん
は、学校復帰を目標とせず、将来的な社会的自
立を目指していました。今回の視察は、三芳町
において重要な課題
と捉えることがで
き、大変多くの参考
となりました。

厚生文教常任委員会

総務常任委員会
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今後、総務常任委員会では皆様のご意見、委員会での調査研究をもとに、
町への要望や提言など考えております。

公共交通みんなで考える

路線バス コミュニティバス

議会だより 185 号「みんなで考える公共交通」について
たくさんのご意見大変ありがとうございました！

　総務常任委員会では、この２年間公共交通について、住民の皆さんとの意見交換会を何
度か計画していましたが、新型コロナ感染症拡大により開催できませんでした。そこで今
回議会だよりの紙面で意見募集をさせて頂きました。

●�新しく建設される藤久保地域拠点施設を含め、町内の各公共施設、スーパー、医療機関
などを結ぶバスを望む

●町内は道路幅がせまいため小型バスが動き易い
●バスに IC カードが利用できるようにして欲しい
●高齢者が運転免許証を返納しても気軽に出かけられるよう公共交通を充実させて欲しい
●利用料金を低額に設定して欲しい（高齢者、障がい者の割引きなど）
●町内で開催される行事等に合わせて臨時バスを運行して欲しい
●バスの本数を増やして欲しい

〔意見数〕 〔 地 域 〕 〔 年 代 〕

22 通
（25人）

藤久保　　11人　　　竹間沢　　1人
北永井　　  6 人　　　上富　　　0人
みよし台　 ２人　　　不明　　　5人

10才代　　１人　　　50才代　　7人
20才代　　０人　　　60才代　　1人
30才代　　０人　　　70才代　　8人
40才代　　１人　　　80才代　　4人
　　　　　　　　　　  不明　　　　3人

結 果 報 告

デマンド交通

主 な 意 見
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議会だより議会だより モニター会議 報告 モニター会議 報告

以上の提案頂いた内容を９月 14日の広報広聴常任委員会で早速検討し、すぐに出来る内容
を「議会だより」186号に反映させました。反映した内容は以下の４点です。

今後も頂いた提案を引き続き検討する予定です。

8 月 25日に、第２回「議会だより」モニター会議を開催しました。
当日はモニターの皆さん５名が参加され、多くの提案を頂きました。
提案して頂いた主な意見は以下の通りです。貴重な提案を頂き、

モニターの皆さまには感謝致します。
● 表紙について
　・議会だよりの名称　・タイトルデザインの変更
　・表紙写真を町民から募集
　・一番訴えたいことを表紙に大きく表示する
　・目次から中の情報が分かるように

● 文章について
　・記事の内容を中高生でも解るように又言葉使いを柔らかく
　・重要な所は「赤」などにし、目立つように

● レイアウト・デザインについて
　・文章のフォントを変更し読みやすく
　・文字を大きくし読みやすくする
　・一般質問の文字について、大きさで強弱をつけて見やすくしては
　・内部色は緑よりオレンジが見やすい

● 構成・企画について
　・用語説明は別ページではなく、用語と同じページに掲載
　・事業の進捗状況
　・町に対する意見を言えるコーナー（住民参加型の議会だより）
　・ネットを使ったアンケート募集

●「議会だより」のタイトルデザインの変更
● 一般質問のフォントサイズを変更し、行間を広げて読みやすく
● 誌面の色を緑からオレンジに
● 用語解説を別ページではなく、用語と同じページに配置
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　町では、藤久保地域拠点施設整備等事業を進めています。
　事業の内容は「広報みよし」令和４年５月号等を確認してください。
　既に設計・施工及び完成後 20 年間の運用・管理を行う業者（企業体を
含む）を募集し、入札の基準を定めた「要求水準書」を公表し、業者を募っ
ています。
　議会では「政策検討会議」を設置し、本事業への町への提言を取りまとめています。
そこで住民の方からもご意見・ご要望を頂きたいと思います。頂いたご意見・ご要望は「政
策検討会議」で内容を検討し、町へ提言させていただきます。
　ご意見・ご要望は特に書式はありませんが、居住している地域及び年代を明記の上、メー
ル、文章あるいは FAX で議会事務局までお寄せください。
　提出いただく期間は 11 月 30 日までにお願いします。
メールアドレス：
gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp
FAX：049-274-1057

藤久保地域拠点施設整備等事業について
皆さまからのご意見・要望をお寄せください

※イメージであり、完成図とは異なります※イメージであり、完成図とは異なります

「広報みよし」
令和４年５月号

要求水準書：�要求水準書とは、一般的な委託業務や請負業務における仕様書に相当する文書です。
ことば
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議
会
広
報
広
聴
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委
員
会

委  

員  

長　
山　
口　
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史

副
委
員
長　
本　
名　
　
　
洋

委　
　
員　
井　
田　
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落　
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信　
夫

　

議
会
だ
よ
り
第
186
号

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で

新
聞
の
感
染
者
数
の
欄
を
よ
く
見
て

い
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
拡
大

で
、
学
校
に
行
け
な
い
小
学
生
、
中

学
生
を
は
じ
め
、
毎
日
沢
山
の
方
が

大
変
な
時
を
過
ご
し
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
度
の
第
７
波
に
よ
る
影
響

も
少
し
ず
つ
小
さ
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束

し
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
三
芳
町
議
会
で
は
、
８
月
29
日
か

ら
９
月
21
日
ま
で
第
５
回
定
例
会
を

開
催
し
、
令
和
３
年
度
決
算
認
定
な

ど
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
座
談
会
を
10
月
29
日
に
開

催
し
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
様
々

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

意
見
は
今
後
に
活
か
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　10月１日に藤久保連合区長会（藤久保第 1区から 6区の区長連合）主催のスポーツ交
流会が 3年ぶりに開催され、議会チームも参加してきました。
　今回はスポーツ推進委員のご協力のもと、子どもから大人まで幅広く楽しめるフィンラ
ンド発祥の『モルック（モルックという木製の棒を投げてピンを倒す競技で、ピンに書か
れている数字や倒した本数で合計 50点を目指すもの）』という初体験のスポーツに挑戦。
　スポーツ交流が終わり、チームのメンバーとお話ししたり座って一息ついている皆さん
に久々の藤久保地域のスポーツ交流で感じたことをお聞きしてきました。圧倒的に多かっ
た意見は「楽しかったぁ」でしたが、他にも小学生からは「またやりたい、すぐやりたい」
「もっとできるよ」「ウヒャー 疲れたぁ」　高齢者の皆さんからは「みんなでできるゲーム
は一体感ができていいよね、同じ区でも知らない人もいるからさ」「外でやっても気持ち良
さそう」「久しぶりに皆さんにあえたこと、それが一番良かった」
　私たち議員だけでなく参加した皆様も、明るい笑顔と歓声が響く中、地域交流の温かさ
を感じ、繋がることの大切さを感じるひと時を過ごされ、「またね」「お疲れ様」と笑顔で
体育館を後にされました。

編集
後記

人々の交流が少しずつ人々の交流が少しずつ
戻ってきました戻ってきました
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